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本日の内容本日の内容

• 「医学図書館」誌 “レファレンス事例集”
• 日本薬学図書館協議会の取り組み

• レファレンス共同データベース

– 農林水産研究情報総合センターでの活用例

– その他

• 医学系レファレンスにおける協働の提案



• 国立国会図書館(関西館)が2005年に(本格)開始

• データの種類

– レファレンス事例（2008.１月現在 公開件数 16,928)

– 調べ方マニュアル（2008.１月現在 公開件数 396)

• 参加館（2008.7.2現在)
– 公共図書館 ３０１

– 大学図書館 １１７

– 専門図書館，その他 ３５

– 国立国会図書館 ６

レファレンス協同データベースの概要レファレンス協同データベースの概要



レファレファレンス協同データベースレンス協同データベース

参加館でなくともできること参加館でなくともできること

• データの閲覧

– レファ協の入口から入る

• 分類順

• 検索

– サーチエンジンで検索する

– RSSで配信を受ける

• データの活用(借用)
– ホームページ等に掲載



参加館でなくともできること参加館でなくともできること > > データの閲覧データの閲覧
> > レファ協の入口から入るレファ協の入口から入る((分類順分類順 検索検索))



参加館でなくともできること参加館でなくともできること
> > データの閲覧データの閲覧 > > サーチエンジンで検索するサーチエンジンで検索する



参加館でなくともできること参加館でなくともできること
> > データの閲覧データの閲覧 > > RSSRSSで配信を受けるで配信を受ける

Yahoo! Japanを
利用した例



参加館でなくともできること参加館でなくともできること >> データの活用データの活用((借用借用))
>> ホームページ等に掲載ホームページ等に掲載



レファレファレンス協同データベースレンス協同データベース

参加館参加館のメリットのメリット
• まずは館内ツール

– 公開レベル ･･･ “自館のみ参照”
• 公開

– 公開レベル ･･･ “参加館公開”
･･･ “一般公開”

• コミュニケーションツール
– 未解決事例に援助を求める

– コメント

– 掲示板
共同作成ができる



公開レベル公開レベル
““自館のみ参照自館のみ参照”” ““参加館公開参加館公開”” ““一般公開一般公開””



コメントを受けて追記された事例コメントを受けて追記された事例



提案：提案： 医学系レファレンスの協働医学系レファレンスの協働

• 館種を問わない
大学図書館、病院図書館、公共図書館

• レファ協、既刊資料等媒体を問わない


